
平成２5年度　塩野町地域まちづくり協議会　集落活性化支援事業一覧表

助成金 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 13,000 助成金 11,000

公民館負担金 30,809 区負担金 39,238 参加費 36,000 参加費 78,750 区負担金 43,600 区負担金 50,000 集落負担金 15,000 区負担金 11,000

集落負担金 20,000 集落負担金 7,000 公民館負担金 11,470

計 60,809 69,238 86,000 115,750 73,600 91,470 28,000 22,000

材料費(景品等) 36,463 カラオケセット 59,600 材料費
(ニジマス) 15,000 備品購入費

(トレパン等) 108,750 景品代 47,840 材料費(景品等) 91,470 材料費(ニジマス) 22,000 材料費(ワラ代等) 20,000

食糧費 14,344 材料費 9,042 材料費
(水槽等) 20,000 食糧費 3,935 手数料

(はっぴ洗濯代) 22,240 材料費(えさ) 1,000 食糧費 2,000

原材料費 10,002 消耗品費 596 材料費
(木炭・串) 10,221 大会参加費 3,000 神輿作成時食料

費 3,520 借上料 5,000

会場借上料 25,625 チラシ等 65

食糧費 14,550

事務費(チラシ等) 604

計 60,809 69,238 86,000 115,750 73,600 91,470 28,000 22,000

30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 13,000 11,000

9/20 30,000 3/25 30,000 9/11 30,000 10/28 30,000 9/25 30,000 9/25 30,000 8/27 13,000 1/17 11,000

840 840 840 840 840 630

集落名（申請額計）
塩野町 (60,000) 松岡 (60,000) 早稲田 (60,000) 原小須戸 (24,000)

①完了 ②完了 ①完了 ②完了 ①完了 ②完了 ①完了 ②完了
団 体 名 塩野町公民館 塩野町公民館 松岡公民館 松岡公民館 早稲田公民館 早稲田公民館 原小須戸公民館 原小須戸公民館

事 業 名 盆行事 芸能祭
ニジマスのつかみど
り大会

ソフトボール大会参加
白山神社祭りの
子ども神輿の巡行

仮装盆踊り大会 ニジマス釣大会 歳の神(ホイホイ)

実 施 の 場 所 塩野町集落内 後楽会館（公民館） 松岡区掲示板前 朝日多目的グラウンド 集落全体の主要な市道を巡行 常林寺の境内 木の目沢(秋山昭秀様池) 天皇橋脇

事 業 の 目 的

子どもみこし、盆踊
りの行事を通し、集
落内の子どもからお
年よりまで世代を超
えた交流活動とし、
集落内の一体感を図
る。

集落の一体感と親睦
をつくりだす。

集落住民と帰省客の
ふれあい・交流活動
を 通 じ て 親 睦 を 図
り、集落の一体感を
つくりだす。

ソフトボールを通じ
て健康増進と体力の
向 上 を 図 る と と も
に、親睦融和を深め
明るく豊かな集落を
つくりだす。

子 ど も 神 輿 の 巡 行 に よ
り、参加する子ども及び
親・公民館の皆さん方に
よ る 神 輿 づ く り か ら 行
い、当日は子どもたちの
元気のよさに、集落の皆
さん方から志を頂く等、
白山神社のお祭りを祝う
と共に、子ども達を中心
に集落に一体感を育む。
なお、神輿は集落の皆さ
んの手作りによるもので
ある。

子どもからお年寄り
まで年に１回の仮装
盆踊り大会に参加す
る 事 で 親 睦 を は か
り、集落の一体感を
作り出している。ま
た、近年では20代
から40代の男性が
中心となり、お囃子
を携わり伝統継承に
努めている

集落の一体感をつく
りだす、ふれあい交
流活動。
ニ ジ マ ス っ て な ぜ
ソーセージで釣れる
の？

集 落 住 民 の ふ れ あ
い。交流活動を通し
集落の一体感をつく
りだす。

事 業 の 内 容

子どもみこし巡業お
よび仮装盆踊り大会
子どもみこし、50
人
仮装盆踊り、180
人

地域の茶の間の参加
者による発表（竹た
いこ）、歌、踊り、
寸劇など冬の一日を
楽しみ、集落内の活
性化を図った。参加
者50人

集落住民と帰省客の
子ども達に『ニジマ
スのつかみどり』を
体験してもらい、そ
の場で焼いて食べる
もの。
大人は捌き係り。
このほか焼きそば・
焼き鳥・スイカ割り
など。
参加家族は36家族
で70人程度の参加
があった。

ソフトボールは幅広い
年代が楽しめるスポー
ツなので、松岡のよう
に少人数で同年代が少
ない集落には最適のイ
ベ ン ト と 言 え る 。 １
日、一緒に汗を流し、
自 分 の 体 力 向 上 を 図
り 、 親 睦 融 和 を 深 め
る。
参加人数は(20代前半
～60代後半)11名の参
加があった。

神輿は、樽神輿2基と
神輿1基が巡行し子ど
も達が60名、付き添い
の親及び祖父祖母が20
名、役員8名、今年度
は集落と交流している
新潟大学の学生や引率
者12名も参加し巡行を
行った。休憩時にスイ
カやジュース等を振る
舞 っ て い る 。 沿 道 に
は、集落の皆さんが大
勢集まり、子ども達を
応援してくれる。参加
した子ども達にはお菓
子・花火等を持たせて
いる

仮想大会に参加する
踊り子は背に仮装名
を書いて、審査の結
果 に よ り 景 品 を 頂
く。仮装する楽しさ
や、帰省している人
達の参加や豪華景品
をよういしている事
などから、参加人数
も年々多くなってお
り、約300人の参加
者があった。また、
景品は参加者全員に
渡 る よ う に し て い
る。

集落住民とお盆に帰
省した人も含め山の
池でニジマス釣を大
会を行う。また、夜
にはニジマスを食べ
ながら親睦を図る。
参加人数が年々増加
し、今年は27人に
増えた。

集落住民と近所の子
どもを含め32人が
参加した。

事 業 の 効 果

集落内に活気がみ
ち、子どもからお年
寄りまで世代を超え
た交流ができた。

人と会い、話をし、
笑うことで心のリフ
レッシュ、冬場の閉
じこもり解消と集落
内の一体感が生まれ
る。

大人から子どもまで、
集落住民・その親戚の
顔がわかり、昔の話で
盛り上がったり、現状
を話し合ったりと、集
落 の 一 体 感 が う ま れ
た。また、子どもが参
加する事で、地域の安
心・安全なまちづくり
へ取り組むことができ
た。

集落の若者から年配
者が集い１日中一緒
に汗を流し、自分の
体力向上を図り、親
睦融和を深めること
により、明るく豊か
な郷土になる事がで
きた。

集落の皆さん及び子
ども達と親が参加す
る事で、集落の一体
感が生まれている。
また、子どもが参加
する事で地域の安心
安全なまちづくりの
向上効果につながっ
た。

大勢の人たちが、盆
踊 り に 参 加 す る 事
で、集落の一体感が
生 ま れ て い る 。 ま
た、子どもからお年
寄り、帰省客が参加
するため、地域の安
全安心なまちづくり
に 効 果 が 期 待 で き
る。

大人から子どもまで
集落住民の顔がわか
り集落の一体感が生
まれる。

大人から子どもまで
参加する事で安全な
まちづくりに一体感
が生まれた。

実 施 年 月 日 平成25年8月14日 平成26年2月23日 平成25年8月14日 平成25年10月14日 平成25年7月14日 平成25年8月15日 平成25年8月14日 平成26年1月12日

収
入

支
出

交付決定額

精　算　額

（手数料）



平成２5年度　塩野町地域まちづくり協議会　集落活性化支援事業一覧表

助成金

計

計

集落名（申請額計）

団 体 名

事 業 名

実 施 の 場 所

事 業 の 目 的

事 業 の 内 容

事 業 の 効 果

実 施 年 月 日

収
入

支
出

交付決定額

精　算　額

（手数料）

助成金 14,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000 助成金 30,000

区負担 14,197 参加費 52,250 集落負担金 30,000 集落負担金 30,387 集落負担 77,197  お祝い金 177,621 公民館負担金 30,844 公民館負担金 54,766

露天売上 7,200 売上げ 29,200

28,197 89,450 60,000 60,387 107,197 236,821 60,844 84,766

材料費(景品代) 15,000 花火代 79,450 消耗品(草刈刃・
 杭・縄) 62,925 注連縄部材費 12,000 広告宣伝費 42,503 事務費 20,862 景品代 42,392 景品代 37,710

材料代 11,757 原材料費
(露天) 0 報償費(指導者) 20,000 資材費 39,494 会議費 73,347 原材料費 18,452 原材料費 47,056

飲み物代 1,140 事務費(チラシ) 10,000 米代金 1,000 燃料費 6,000 御礼代 12,564

ゴミ袋代 300 豚汁材料費等 27,387 事務費 19,200 ふるまい品 14,583

景品 25,092

材料費 90,373

28,197 89,450 62,925 60,387 107,197 236,821 60,844 84,766

14,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000 30,000

2/28 14,000 9/20 30,000 9/18 30,000 2/28 30,000 7/17 30,000 9/17 30,000 9/20 30,000 11/7 30,000

630 840 840 840 0 840 840 840

本小須戸 (44,000) 荒沢 (60,000) 大須戸 (60,000) 蒲萄 (60,000)

①完了 ②完了 ①完了 ②完了 ①完了 ②完了 ①完了 ②完了
本小須戸公民館 本小須戸公民館 荒沢公民館、協友会 荒沢公民館 大須戸公民館 大須戸壮年会 蒲萄公民館 蒲萄公民館

本小須戸クリーン作戦 盆踊り＆花火まつり 蔵王様景観環境保全事業 荒沢収穫祭 大須戸春祭り カラオケ・盆踊り 仮装盆踊り大会 蒲萄大運動会

集落一円 小須戸ふれあいセンター 蔵王権現様 荒沢ふれあいセンター 大須戸担い手センター 東泉寺および八坂神社 第三駐車場 蒲萄グラウンド

ポイ捨て等による美
化景観を保全する。

盆踊りを通して集落
民とのふれあい、帰
省した人たちとの親
睦を図り集落の一体
感をつくりだす。

古くからある蔵王様
神社の山道整備(草刈
等)を行い景観環境保
全、観光を目的とす
る。

地区住民、各種団体の
交流の場をもち、活性
化を図る。

大須戸住民と近隣住
民との交流活動を通
して親睦を図り集落
の一体感をづくりだ
す。

参加者及び観覧者を
含めた集落民及び帰
省客のふれあいを通
し、老若男女一体と
なった郷土愛の情勢
を高めることを主と
し、伝統継承と革新
に満ちた活力ある集
落の存続を図る。

集落住民と帰省客と
交流を図る。

集落住民とのふれあ
いと交流活動を通し
融和と親睦を図り、
集落の憩いと一体感
をつくりだす。

集落内、県道付近の
ゴミ拾い＆本小須戸
看板の腐食によるペ
ンキ塗り作業

集 落 民 、 帰 省 し た
人。近隣の人たちを
含め約100人が参加
した。
盆踊りをメインに仮
装大会には豪華景品
を出す。また、やき
とり・かき氷等、特
価 で 販 売 す る 。 マ
ジックショーに最後
には大花火大会を開
催した。

近年荒れてきた参道
の整備をおこなう。
昨年に続き草刈、枕
木を使っての整備を
行った。

集落住民全員参加と
して神社のしめ縄作
りを行い、その後、
集落産農産物で作っ
た豚汁をふるまう。

1.イベント
餅つき大会
2.無料サービス
餅 100 食 、 酒 100
杯
3.出店
山菜、漬物、豚汁、
お に ぎ り 、 イ カ 焼
き、そば、うどん、
鶏卵
4.展示コーナー
屏 風 、 掛 軸 、 吸 物
膳、アジサイ色紙

8/14夕方よりカラオケ(壮年
会主体)と盆踊り(婦人会主体)
をコラボさせ生ビールや焼き
鳥などの屋台を出店させた。
お囃子は小学５年生から中学
１年生までの児童・生徒11人
にも笛や太鼓を手伝ってもら
い、仮装盆踊りを盛り上げて
もらった。（80人）
8/18奉納花相撲は大青会が
力士となり壮行会が事務運営
を仕切る協力体制の下、伝統
行事の存続を図ることができ
た。しかし、当日が小学校の
ソフトボール大会と重なり子
ども力士の数が大変少なかっ
たのは残念である。（参加人
数40人）

集落住民と帰省客を
含め80人参加。
仮装をしてくれる人
を募集し、参加者の
中 か ら 順 位 を 決 め
る。参加者全員に参
加賞が出る。

集落住民と他地区を
含め80人参加。
午 前 中 に 競 技 を 実
施。
午 後 か ら は バ ー ベ
キュー大会を無料で
実施。また、鶴岡の
芋をふるまう。

クリーン作戦を通し
て、あらためて美化
意識を認識した。

お年寄りから子ども
まで参加し、集落民
はじめとなり集落の
顔がわかり集落一体
感が生まれた。

山道の整備を行うこ
とによって景観環境
の保全につながる。

各種団体が一同に集
ま る 集 落 唯 一 の 行
事。
お年寄りから子ども
まで参加し、集落の
絆が作られた。

事業参加者と近隣参
加のふれあいで集落
の活性化が期待でき
る。

大須戸という集落は、比
較的、男女や年齢の垣根
を越えて協力体制を築き
易い体質を持ち合わせて
いるが、このような盆行
事などを通して、日ごろ
より連携を深める機会を
創出することが大切であ
る。その観点から効果は
絶大であり、事業の存続
が大切である。

集落住民と帰省客が
一体となり、融和と
親睦が生まれる。

お年寄りから子どもまで
参加して行なうので集落
の親睦と一体感が生まれ
る。参加者全員が簡単な
競技を行い景品を取るこ
とが楽しみになり盛り上
がりを作っている。他地
区の子どもや若者が参加
する事で交流が生まれま
ちづくりの効果が期待で
きる。

平成25年4月29日 平成25年8月14日 平成25年9月1日 平成25年12月15日 平成25年4月3日
平成25年8月14日
　　　　　～18日

平成25年8月15日 平成25年9月23日


